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研究成果の概要（和文）：辛い境遇に置かれた他者に対して、様々な社会的状況下で、観察者に同情が生じない場合が
ある。例えば、医療従事者の患者に対する同情低下が問題視されるなど、同情の破綻が社会問題のひとつとみなされて
いる。本研究では、同情の発現有無に関与する、他者に対する優越感の脳内メカニズムを検討し、線条体のドーパミン
神経伝達機能と線条体-前部帯状回の機能的結合が優越感の発現に関わっていることを見出した。さらに、線条体と前
頭葉眼窩面のドーパミン神経伝達機能が、それぞれ、同情への抵抗に関わる他者の意図理解とマキャベリ特性と関連し
ていることを見出した。

研究成果の概要（英文）：Perception of someone in pain does not always induce sympathy in perceivers. In 
particular, resistance to sympathy has been considered as a serious problem in clinical settings. The 
present study aimed to uncover the neural mechanism of resistance to sympathy, and found the desire to 
feel superior to others, which was a component of sympathy, was generated by the interrelationship 
between the dopamine neurotransmission in striatum and the stratal functional connectivity. Moreover, 
dopamine neurotransmissions in striatum and orbitofrontal cortex were associated with the perspective 
taking ability and Machavellianism, respectively, both of which were related to resistance to sympathy.

研究分野：認知神経科学

キーワード： 共感　認知神経科学
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１．研究開始当初の背景 
辛い境遇に置かれた他者に対して、様々な社
会的状況下で、観察者に同情が生じない場合
がある。例えば、医療従事者の患者に対する
同情低下が問題視されるなど、同情の破綻が
社会問題のひとつとみなされている。しかし、
同情への抵抗がどのような認知神経メカニ
ズムにより生じるかについて、これまでほと
んど理解されていない。本研究では、他者に
対する優越の欲求が同情の発現有無に関与
すると考え、その脳内機構を検討し、同様の
脳内機構が同情への抵抗に関わる意図理解
およびマキャベリ特性と関連している可能
性を明らかにする。 
 
２．研究の目的 
機能的脳画像（fMRI）と陽電子放射断層撮像
法（PET）を用いて、同情への抵抗に関与す
る（１）優越の欲求、（２）他者の意図理解、
（３）マキャベリ特性の３点について、脳機
能と分子機能との関連を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）認知行動実験により優越の欲求を定量
化し、fMRI により計測した安静時脳活動と
PETにより計測した線条体ドーパミンD2受容
体密度との関連を検討した。 
（２）（１）で見出した線条体におけるドー
パミン放出量と他者の意図理解との関連を
検討した。 
（３）大脳皮質におけるドーパミン D2 受容
体密度とマキャベリ特性との関連を検討し
た。 
 
４．研究成果 
（１）媒介解析の結果、線条体ドーパミン D2
受容体密度が、線条体-前部帯状回機能的結
合を介して、優越の欲求に影響を及ぼしてい
た（図 1）。すなわち、線条体におけるドーパ
ミン神経伝達が活発なほど、認知制御に関わ
る機能的結合が弱く、優越の欲求が高くなる
ことが判明した。得られた成果は国際誌
PNAS(雑誌論文 5)にて公表した。 

図 1 
 
（２）線条体におけるドーパミン放出量が多
いほど、他者の意図理解能力が高いことが判
明した（図 2）。さらに、ドーパミン放出量の
増大は、同情との関連が報告されている前部
帯状回の安静時脳機能ネットワークハブ特
性の強化と関連していた（図 3）。得られた成
果はシンポジウムで公表し（学会発表 3）、現

在論文投稿準備中である。 
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（３）マキャベリ傾向が高いほど、社会性に
関わる脳領域（前頭葉眼窩面および側頭葉）
のドーパミン D2 受容体密度が高いことを見
出し、同情への抵抗に関与している可能性を
見出した（図 4）。得られた成果は国際学会で
発表し（学会発表 7）、現在論文投稿準備中で
ある。 
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